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p<O.Ol)，左室収縮機能障害に伴う左室最小圧の上昇は左室 elastic recoil の障害を反映したものと考えられた。
一方，急速流入期血流速がピークに達した後 O になるまでの時間である急速流入期血流速波形の減速時間 Cdeceler­
ation time) は左房圧の上昇に伴い短縮した。本指標の短縮は左室収縮機能不全の有無によらず認められ，左房・左
















の導出が試みられた。その結果左室収縮機能不全に伴い左房圧が上昇する場合，左室 elastic recoil の障害により左
室最小圧も上昇し，房室間圧較差が増加しないために急速流入期ピーク血流速も増高せず，急速流入期ピーク血流速




的な経過観察には適しておらず さらに合併症として感染症などを招く可能性もある O このため臨床的には，非侵襲
的かっ簡便な指標が強く望まれている。現在のところ，このような臨床的要望に答えうる指標として，急速流入期ピー
ク血流速が挙げられる。これは急速流入期ピーク血流速は左室拡張機能不全を伴う症例では一般に低下するが，心
不全を合併すると左房圧上昇を反映して増高し，左室流入血流速波形が“偽正常化"することなどを根拠としている。
しかし，個々の症例で見ると，急速流入期ピーク血流速から推定していた左房圧よりも，実測した左房圧(肺動脈模
入圧)がかなり高値を示す症例も少なくない。本論文はこのような臨床上重大な問題である，急速流入期ピーク血流
速を用いた左房圧推定の限界とそのメカニズムを明らかとし，さらにその代替となる指標として急速流入期血流速の
減速時間の有用性を提示しているものであり，臨床的な意義が大きく博士(医学)の学位に値するものと考える O
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